




















像が X 軸および y軸に対して対象となるよう
に初期値の複素数 Cの値を変化させた．パラメ
ーター a値に対する写像は， Znew= Z3 + aZ + C 
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I (a, b, x)＝が／4+axツ2+bx 
ととる．ここで， （a,b)はコントロール平面 R2
の点で X が 見 の点である．
ポテンシャルを X で微分して 0とおくと
炉十ax+b=O ・ ・ ・・・ ・・ ・・・・・・・ (1) 
であり ，これをみたす (a, b, x)の点の集合が
トムの定理の曲面 M で，さ らにもう一回微
分して 0とおくと
3炉 十a=0 ・・・・・・ ・・・ ・・ ・・・ (2) 
であり ，（1), (2)の両式を 同時にみたす コント ロ
ール平面の点 (a,b)の集合が「くさび」のカ












図 1 コントロール平面とその面上の点 (a, b)のポテ

































































a= -0.5 a=-1.0 











タイプ 1 （関数 ABZ)
M-200 
Z(k)＝図 V(Mcos kaL, M sin kaり
M=0 
ABZ(n) = IZ(n)I 
タイプ 2 （関数 ABZC)
M=200 
'Z(k) = ~ C(M cos kaL, M sin kaL) 
M=O 









0から90XLまでの整数とし， Lの値は 1,2, 
3, 4とした．
図 5は a=-0.1,L= 1の値に対する 2つの
関数のグラフとそのフーリエ成分の絶対値をグ
ラフに表したものである．図 6はa=-0.1のと
きL=2, 3, 4に対する 2つの関数のグラフ
を表したものである．
aまたは Lの各値に対応する関数について極
大点の数 P を数え，ディメンション D を
D= (90XL+ 1)/P 
で算出した．極大点の間隔の度数分布を求め，
その平均値 M を算出した．
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ABZ: a=-0.1, L= 1 ABZC: a= -0.1, L= 1 
図 5 関数 ABZとABZCのグラフとそのフーリフ成分の絶対値
数値 X(n)と X(n+1), X(n) と X(n+2) 
および X(n) と X(n+3)の関数値の間の相
関係数と 回帰直線の傾きを最小 2乗法で求めた．
図 8に a=-0.1のときの相関図と回帰直線を描







値が一0.1からー0.9の範囲で D と M の値変
化の様子はははぽ等しいといえる．
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ABZ:a=-0.1 ABZC: a=-0.1 
図 6 L=  2, 3, 4のときの関数 ABZと ABZCのグラフ
表 1 関数 ABZ:パラメーター a の次元 Dと極大間の平均間隔 M
a -1 00 -0 90 -0  80 -o 70 -0 60 -0 50 -0 40 -0 30 -o 20 -0 10 
D 5 35 3 96 3 64 3 79 4 33 4 14 3 79 4 33 3 50 3 79 
M 5 50 3 86 3 54 3 78 4 35 4 24 3 83 4 35 3 32 3 70 
表 2 関数 ABZC パラメーター a の次元 Dと極大間の平均間隔 M
（／ 1 -1 oo -0 90 -0 80 -0 70 -0 60 -0 50 -0 40 -0 30 -0 20 -0 lO 
D I 3 79 3 96 3 50 3 37 3 50 4 14 3 25 3 96 3 25 3 37 
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600 1000 1400 !BOO 2⑳0 Xn 
600し．
6-0 100 BOO 900 1000 x 
ABZ a=-0.1, L= 1 
図 8 関数 ABZとABZC
ABZC 
離散点間の相関図 と回帰直線






表 3 関数 ABZ.パラメ ーター a と離散点間の相関係数
a -1 00 -0 90 -0 80 -0 70 -0 60 -0 50 -0 40 -0 30 -0 20 -0 10 
X(n) X(n+J) 0 895 0 857 0 815 0.800 0 662 0 713 0 670 0 485 0.643 0 606 
X(n) X(n+2) 0 770 0 749 0 760 0 742 0 550 0 624 0 487 0 330 0 478 0 331 
X(n) X(n+3) 0 640 0 712 0 670 0 699 0 518 0 451 0 406 0 251 0 346 0 108 
表 4 関数 ABZ パラメ ーター a と離散点間の回帰直線の傾き
a -1 00 -0 90 -0 80 -o 70 -0 60 -0 50 -0 40 -0 30 -0 20 -0 10 
X(n) X(n+l) 0 905 0 853 0 812 0 798 0 660 0 712 0 672 0 483 0 643 0 606 
X(n) X(n+2) 0 787 0 742 0 754 0 736 0 548 0 625 0 487 0 329 0 479 0 332 
X(n) X(n+3) 0 662 0 703 0 661 0 691 0 5[4 0 450 0 404 0 250 0 346 0 109 
表 5 関数 ABZC パラメ ーター a と離散点間の相関係数
a -I 00 -0 90 -0 80 -o 70 -0 60 -0 50 -0 40 -0 30 -0 20 -0 10 
X(n) X(n+l) 0 550 0 655 0 793 0 813 0 806 0 786 0 853 0 854 0 867 0 867 
X(n) X(n+2) 0 496 0 459 0 710 0 723 0 734 0 756 0 790 0 760 0 818 0 819 
X(n) X(n+3) 0 426 0 393 0 604 0 619 0 678 0 700 0 775 0 772 0 801 0 801 
表 6 関数 ABZC バラメ ーター a と離散点間の回帰直線の傾き
a -I 00 -0 90 -0 80 -0 70 -0 60 -0 50 -0 40 -0 30 -o 20 -0 10 
X(n) X(n+l) 0 551 0 656 0 796 0 827 0 812 0 794 0 853 0 843 0 868 0 868 
X(n) X(n+2) 0 501 0 461 0 719 0 750 0 744 0 774 0 794 0 745 0 820 0 820 




X(nl :X(n+3l 1.0 
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＂̂v a -1 -.9 -.B -. 7 -.6 -.5 -.4 -.3 -.2 -.1 a 





















。a -1 -.9 -.8 -. 7 -.6 -.5 -.4 -.3 -.2 -.1 a 
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